
と し ょ だ よ り

～おたのしみ会特別企画～
「ぬいぐるみと一緒のおはなし会」
と　き　７月15日（日）午後２時～
ぬいぐるみを一緒につれてきてね。
「ぬいぐるみのお泊まり会」（定員 20名）
と　き　７月15日（日）～７月17日（火）
ぬいぐるみを図書館にお泊まりさせてみよう！
夜の図書館でぬいぐるみたちはどんな事をするのかな？
その様子をカードにしてプレゼントします。
※詳しくは館内配布のチラシまたはホームページをご覧ください。
問い合わせ・申込先　泗水図書館　☎ 0968（38）6866

第３回読書感想画・ブックレター募集
　旭志公民館図書室で今年も募集します。入賞者は
菊池市旭志文化祭で表彰します。
　詳しい内容は、旭志公民館図書室までお問い合わ
せください。皆さんからの応募をお待ちしています。
募集期間　７月 23日（月）～９月 29日（土）
問い合わせ・申込先　旭志公民館図書室
　　　　　　　　　　☎ 0968（37）3111

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

旅行、料理、経済、実用書、小説、
児童書、絵本などたくさんの新着
本を取り揃えています。あなたの
読みたい本を教えてください。ご
要望に沿えるよう、スタッフ一同
頑張ります！（中央公民館図書室）

停電の夜に　ジュンパ・ラヒリ　著（出版社　新潮社）
午後８時から１時間だけ５日間の停電。そのろうそく
の灯されたキッチンで秘密を打ち明け合う若夫婦。ゆ
らめく光りが二人の微妙な距離感を暗示し最後の夜が
訪れた時…。インド系女流作家ならではの作品背景で
描く表題を含む味わい深い９編の短編集。（泗水）
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すみ こ
子　著（出版社　教育画劇）

じごくって知ってる？まっかな血の池があるこわーい
ところ。そんなじごくにラーメンやができたらしい。
それは、からいからい血の池ラーメン。これを全部食
べたら天国へ行けるよ。お店はいつも大行列。さあ、
誰か全部食べることができるでしょうか。（旭志）

ねこざかなのたまご
わたなべゆういち　著（出版社　フレーベル館）

ねことさかなはとても仲良し。ときどき、ねこがさかな
の中に入ってねこざかなになります。ある日、ジャング
ルの中でたまごを見つけました。何のたまごかな？さっ
そくねこざかなになってあたためてみると…（七城）

くまくんと６ぴきのしろいねずみ
クリス・ウォーメル　著（出版社　徳間書店）

ある日の夕方、ぬいぐるみのくまくんは散歩にでかけ
ました。森にやってきたくまくんは、６ぴきの迷子に
なったしろいねずみと出会います。森のおそろしい獣
からねずみを守るためのくまくんのアイデアとは…。
くすっと笑える楽しい絵本です。（中央）
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